
  

  

総合工学プログラム 履修案内 

（2012 から 2013 年度入学者に適用） 

 

総合工学プログラムについて 

 「総合工学プログラム」は2012年度から，工学部に発足しました。「総合工学プログラム」では，広い工学基礎および

専門知識を学修し，外国語を含むコミュニケーション能力を持った，幅広い工学分野および分野間で活躍できる「総合

エンジニア」を育成します。 

 
カリキュラムの概要・特色と履修要領 

 総合工学プログラムは，専門技術者向けに特化した伝統的な工学教育とは異なり，総合エンジニアを育成する工学教

育です。 理数系の思考力をベースに，実践的な英語力と，幅広い工学知識・豊かな教養を体験的に学びます。 

 １～２年次は総合工学独自のカリキュラムで学び，３年次からは各学科の教員を卒業研究指導者に選び，その指導の

下に４年次まで卒業研究を行います。 その研究指導者の所属する学科から卒業することになりますが，学修はあくまで

総合工学プログラムで行われます。工学の全領域を幅広く学び，実用的な語学力，多様な人々と連携できるコミュニケ

ーション力を養って，総合エンジニアを目指します。 全学科が開講するほとんどの科目を自由に選択し，履修できるこ

とも大きな魅力のひとつです。 

（１）共通科目 

 外国語科目，ＦＹＳ，およびキャリア形成科目を含む教養系科目からなっています。外国語科目は，英語とし，

「英語（総合）１-Ｉ，１-Ⅱ，２-Ｉ，２-Ⅱ」（計８単位）が必修となっています。ＦＹＳは全学共通の大学入門

と言うべき科目であり，１年次前期に置かれている必修科目です。キャリア形成科目は将来の進路を考える上で

役立つ科目です。他の教養系科目は，人文の分野，社会の分野，健康科学の分野，自然の分野からなり，キャリ

ア形成科目と合わせて22単位以上の修得が必要です。理系以外の分野で幅広い教養を身につけるために積極的に

学ぶことが望まれます。 

（２）専攻科目 

 総合工学プログラムでは専攻科目の履修および修得を通じて，工学の幅広い分野の基礎知識～専門分野の知識

や技術を学修できるように設計されています。 

 専攻科目は，必修科目（22単位），専門基礎科目（23単位以上），選択必修科目（30単位以上），選択科目（11単

位以上），関連科目からなり，合わせて96単位以上の修得が卒業要件として必要です。 

 必修科目では，１年次は総合工学概論 I およびⅡ，総合工学実験ＩおよびⅡ，２年次は総合工学コースワーク

ＩおよびⅡ，３年次は総合工学コースワークⅢ，総合工学英語ＩおよびⅡ，輪講Ｉ，４年次は輪講Ⅱ（あるいは

輪講ＡおよびＢ），総合工学研究（あるいは総合工学研究ＡおよびＢ）を修得します。１年次の総合工学概論 Iお

よびⅡでは，工学全般の研究分野について概観し，理解を深めるとともに，総合工学実験ＩおよびⅡでは物理・

生物・化学・情報に関する実験実習を通じてこれらの基礎分野の理解を深めます。２年次での総合工学コースワ

ークでは，主にコースごとでの少人数クラスで提案・企画型学修形式を中心にグループワークやプレゼンテーシ

ョンを含む実践的な学修を行います。３年次では，総合工学コースワークⅢや輪講Ｉで，卒業研究指導教員の指

導の元で，一定の専門分野に於けるより実践的な学修を行います。総合工学英語ＩおよびⅡでは，科学技術分野

で必要な英語力を養い，さらに輪講Ｉおよび輪講Ⅱ（あるいは輪講ＡおよびＢ）では専門分野で必要な英語学習

を行います。卒業研究指導教員の指導の下で，総合工学研究（あるいは総合工学研究ＡおよびＢ）として専門分

野での研究を行い，調査・企画・実験や解析・結果の評価・まとめ・発表を経験します。 

 選択必修科目および選択科目は２年次から履修できます。選択必修科目は30単位以上の修得が卒業要件として

必要です。選択科目は，8単位以内の関連科目と合わせて19単位以上の修得が卒業要件として必要です。 

 ２年次では，自分が配属したコースについて，コースごとに配当された選択必修科目群（教育課程表を参照す

ること）から履修し修得したものを選択必修科目の単位とします。３年次および４年次では，２年次での配属コ

ースとは関係なく，教育課程表に示された選択必修科目群から履修し修得したものを選択必修科目の単位としま

す。 

 ２年次における自分の配属したコースごとに配当された選択必修科目群および３年次，４年次での教育課程表



  

  

に示された選択必修科目群から履修し修得した科目のうち30単位を超えるものについては，選択科目の単位に換

算できます。 

 別表１に示す工学部で開講されている専攻科目で，自分の選択必修科目以外の科目は全て選択科目として履修

できます。ただし，履修に当たっては科目担当教員の許可が必要な場合があります。 

（３）２年次に於ける「コース配属」について 

 ２年次では，環境・エネルギー工学コース（コースＡ），生体機能・医用工学コース（コースＢ），コンピュー

タ応用工学コース（コースＣ）の３つのコースのいずれか１つに配属し，コース指定の選択必修科目の履修やコ

ース別の総合工学コースワークを履修し，これらのコースのそれぞれに関連する分野での課題学修に取り組みま

す。 

 各コースの分野の概要およびコースへの配属については，１年次の総合工学概論Ⅱの講義中にガイダンスしま

す。各コースの定員は，それぞれ当該学年在籍者の1/3程度とし，コース配属は各自の希望により決定します。コ

ース定員に対して希望者が超過する場合は，１年次までの成績順に希望を優先して調整・決定します。 

（４）３年次に於ける「卒業研究指導教員の決定」とその後の学修について 

 ３年次スタート時には，４年次に行う総合工学研究（あるいは総合工学研究ＡおよびＢ）[卒業研究]の指導教

員を決定します。指導教員の決定についてのガイダンスと手続きは，２年次のコースワークⅡの講義の中で行い

ます。予め指導教員から卒業研究予定テーマを募集し，受け入れ人数を公開した後，各自の希望により決定しま

す。受け入れ人数に対して希望者が超過する場合は，２年次までの成績順に希望を優先して調整・決定します。

卒業研究指導教員決定の希望は，２年次に於けるコース配属に影響されません。卒業研究指導教員が決定した後

は，予定される卒業研究に支障を来さないように，指導教員と相談して３年次の選択必修科目や選択科目の履修

を行うことが大切です。 

 輪講Ｉ，輪講Ⅱ，総合工学研究（あるいは総合工学研究ＡおよびＢ）は，決定した卒業研究指導教員が指導し

ます。卒業学科は卒業研究テーマについて審査を受ける学科となります。審査を受ける学科と卒業研究テーマは，

指導教員ごとに卒業研究指導教員決定についてのガイダンス時に開示します。 


